
 
 
 

   

 
   
   

★ と き：平成２２年 ７月 ４日（日） 
 

★ ところ：多気町「五桂池ふるさと村」多目的広場 集合・ 解散  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 対 象：小学校３年生以上 

● 持ち物：弁当、飲み物、雨具、シートなど 

● 服 装：山登りのできる服装 

● 参加費：１００円（配布資料、保険代） 

● 定 員：３０名 

● 参加申込締切：平成２２年 ７月１日（木）午後３時まで  

● 主 催：奥村清司（宮川流域案内人） 

 参加中の事故怪我などについて、主催者は一切責任を持ちません。 

● 後 援：宮川流域ルネッサンス協議会 

● お問い合わせとお申し込み：  必ず事前に申し込んでください。 

住所・氏名・電話番号・生年月日〈保険加入に必要です〉を下記までお知らせください。 

◆ エコミュージアムセンター 宮川流域交流館たいき（〒519-2704 大紀町阿曽 429） 

電話・ファックス：０５９８－８６－３８５１ 

電子メール：mrune-t@ma.mctv.ne.jp （ホームページ：http://miyarune.cool.ne.jp/taiki/） 

（開館時間〔電話の受付時間〕：午前 10 時～午後 4 時 年末年始休） 

 

宮川流域ルネッサンス協議会でも受付をしています。 

 

９：３０（集合）～１５：００頃 

連絡先 裏面にあります 

雨天中止 

熊野古道伊勢路は、白装束の旅人達が伊勢神宮から熊野三山をめざして旅した道でした。

熊野への思いを胸に、めざすは伊勢路最初の難所「女鬼峠」です。峠の周辺には、旅人

の丌安を癒すために祀られた地蔵や道標がたくさん残ります。彼らは長い歴史の中で何

を語るのでしょうか。初夏の風を浴びながら、女鬼峠から宮川、五桂池周辺の歴史や自

然をゆっくりと楽しみましょう。 

コース 

五桂池ふるさと村 → 栃ヶ池湿地性植物群落 → 絶滅危惧種まめなしの木→  

熊野古道「女鬼峠」→ 大神宮寺逢鹿瀬寺跡 → 宮川えびす川原の木陰にて昼食 

[近くに公衆トイレあり]→ 木越峠 → 五桂池ふるさと村   
＊〔全行程 約８．５Km・高低差約１７０ｍ〕 

（相鹿瀬の茶畑） 

（女鬼峠からの遠望） 



◆ 宮川流域ルネッサンス協議会（〒516-8566 伊勢市勢田町 622 県伊勢庁舎内） 

電話：０５９６－２７－５４１１  ファックス：０５９６－２７－５４１８ 

電子メール：nmiyare@pref.mie.jp （ホームページ：http://www.miyarune.jp/） 

（電話の受付時間：平日の午前 8 時 30 分～午後 5 時） 

 

■ 当日の連絡先：電話 ０９０－７６９４－０７３５（奥村 清司） 

         

宮川流域ルネッサンス協議会は流域案内人の活動を支援しています。 
 

宮川流域には、日本一の清流にはぐくまれた自然、歴史、文化、産業、伝統があります。 

長い年月をかけて築きあげてきた「地域らしさ」の背景や想いを、流域案内人がお伝えし

ます。宮川流域エコミュージアムは、かけがえのない地域の記憶をみつめ未来を創造して

ゆく「生きた博物館」です。 

 

〒５１６－８５６６ 

三重県伊勢市勢田町６２２ 県伊勢庁舎内 

宮川流域ルネッサンス協議会 

電話：0596-27-5411  ファックス：0596-27-5418 

電子メール：nmiyare@pref.mie.jp ホームページ：http://www.miyarune.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

集合場所 

五桂池ふるさと村 

多目的広場 

■駐車は、動物園の道を隔てた反対側へお願いします。 

Ｐ 


